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内容梗概：音楽再生音の最適聴取レベルにおいて男女差が生じることを

明らかにした。男性の方が高い音圧レベルで聴取していたが，男性性が

高いと評価される女性は男性と同様に高い音圧レベルで聴取する傾向

にあった。最適聴取レベルに男女差が生じる要因の検討として様々な呈

示音圧レベルの音楽再生音およびノイズの大きさ評価を行った。音楽と

ノイズのどちらの場合でも男性よりも女性の方が再生音をより「大き

い」と評価していた。このような音の大きさ知覚において生じる男女差

が最適聴取レベルに男女差が生じる要因として考えられる。 
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1 はじめに 

音楽はピッチやリズム，ハーモニーといった要素

によって構成されるが (Levitin, J. D. ，2010)，音楽

を聴取する音量もまた音楽の印象に影響する。もし

音楽再生音の最適聴取レベルにおいて男女差が生じ

るのであれば，男性と女性とでは聴いている音楽の

印象が異なるということになる。さらに，携帯型音

楽プレイヤーの普及が著しい現在において，男性の

方が大きな音量で音楽を聴取する傾向にあるのであ

れば，過剰な音量による音楽聴取が引き起こす聴力

損失の危険性は男性の方が高いということになる。 

著者らはこれまで，携帯型音楽プレイヤーの使用

実態を把握する一環として，携帯型音楽プレイヤー

を用いた音楽再生音の最適聴取レベルの検討を行な

ってきた (Hamamura and Iwamiya，2011) 。Fligor 

and Ives (2006) とHodgetts et al. (2007) も同様に携帯

型音楽プレイヤーを使用し，音楽再生音の最適聴取

レベルの測定を行なっている。その結果，どちらも

音楽再生音の最適聴取レベルにおいて男女差が認め

られたと報告している。しかし，刺激として使用さ

れた楽曲は一種類もしくは被験者によって統一され

ておらず，聴取レベルの決定に対する楽曲の種類の

影響は検討されていない。さらに，聴取レベルにお

いて男女差が生じた要因についても述べられていな

い。もし聴取レベルの決定に対する楽曲の種類の影

響や音楽再生音の最適聴取レベルにおいて男女差が

生じる要因を明らかにできれば，過剰な音量による

音楽聴取が引き起こす聴力損失に対して具体的な対

策を提案できると考えられる。 

そこで，本研究では音楽再生音の最適聴取レベル

において男女差が生じることと，男女差が生じる要

因を明らかにすることを目的とし，まず，様々な音

楽の最適聴取レベルの測定実験を行った。次に，最

適聴取レベルに男女差が生じる要因の検討を音楽再

生音とノイズの大きさ知覚の側面から行った。 

2 最適聴取レベルの測定実験 

2.1 実験環境 

最適聴取レベルの測定実験は九州大学大橋キャン

パスの音響心理実験室で行った。実験室の暗騒音は

A特性音圧レベルで32.9 dB であった。被験者は21

歳から 30歳の九州大学の学生 14名 (男性 7名，女

性 7 名) である。全被験者に対して事前に聴力検査

を行い，全員が正常な聴力を有し，聴力自体には男

女差がないことを確認している。 

2.2 実験刺激 

著者らの先行研究において，J-POPやクラシック 



Table 1. Stimuli used in the experiment. 

 

を刺激として用いた場合には最適聴取レベルに男女

差が認められ，男性の方が聴取レベルを大きく設定

する傾向が見られていたが，統計的な有意差は認め

られなかった (濱村ら，2011)。 そこで，より大きな

音量で刺激が聴取された場合，最適聴取レベルにお

ける男女差がより明確に生じると考え，本実験では

大きな音量での聴取が予想されるロックやジャズ 

(ビッグバンド) などの楽曲を使用した。刺激として

用いた楽曲はロックやパンクなどのジャンルから 5

種類，ジャズ (ビッグバンド) から 1 種類の合計 6

種類である。各楽曲の詳細をTable 1に示す。いずれ

も市販のCDから冒頭の90秒程度を実験刺激として

使用した。 

2.3 実験方法 

 刺激の呈示にはApple社の iPod touchを使用し，ヘ

ッドホン (SENNHEISER HD580) を通して再生した。

刺激の呈示順序はランダムとした。各刺激の再生前

に iPod touchの音量は再生音が聴こえない状態にし

た。刺激の再生開始後，被験者に「ちょうどいいと

感じられる大きさ」になるまで iPod touchの音量調

節バーを操作するよう教示した。音量の調整は，各

被験者の納得がいくまで上げたり下げたりすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. The average optimum listening levels of each music 

stimulus for men and women participants. 

 

を許可した。聴取レベルの調整操作終了後，人工耳 

(Brüel & Kjӕr Type4153) と騒音計 (Brüel & Kjӕr 

2260 Investigator) を用いて各刺激の等価騒音レベル

を測定し，その値を最適聴取レベルとした。 

一般的に「好き」と評価される音楽は高い音圧レ

ベルで聴取する可能性がある。そこで，楽曲の好み

と最適聴取レベルの関係を検討するために，各刺激

の聴取レベルの調整操作終了後，「好き－嫌い」の評

価語対を用いて5段階の印象評価を行った。 

2.4 実験結果 

各刺激に対する最適聴取レベルの男女別の平均

値と標準偏差をFig. 1に示す。図中の刺激番号と

楽曲の対応はTable 1に示している。Fig. 1から分

かるように，すべての刺激において男性の方が女

性よりも高い音圧レベルで音楽を聴取している。

本実験では男女の最適聴取レベルにおいて最大で 

8.5 dB の差が生じている (刺激2) 。 

男女の最適聴取レベルの差を統計的に検討するた

めに，呈示刺激と性別を変量として 2元配置の分散

分析を行った。その結果，呈示刺激と性別の交互作

用は認められず，呈示刺激の主効果も認められなか

った。このことから，楽曲の種類が聴取レベルの決  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 曲名，アーティスト ジャンル 

1 Numb，Linkin Park 洋楽ロック 

2 
シング・シング・シング， 

ベニー・グッドマン 
ジャズ 

3 
リンダリンダ， 
THE BLUE HEARTS 

邦楽パンク 

4 
絶望ビリー， 

マキシマムザホルモン 
邦楽パンク 

5 
Rock and Roll,  

Led Zeppelin 
洋楽ロック 

6 
Space Sonic,  

ELLE GARDEN 
邦楽ロック 

 

刺激1 刺激2 刺激3 刺激4 刺激5 刺激6 

1 M4 71.3 M3 77.1 M3 75.2 F3 72.9 M4 71.5 M3 82.1 

2 F4 70.1 M7 77.0 M4 73.2 F4 72.9 M3 71.4 F4 73.0 

3 M3 68.2 F4 72.0 F4 73.1 M5 71.7 F4 70.3 M4 72.2 

4 M5 68.1 M4 71.1 M6 69.1 M4 71.0 M5 69.4 F2 72.2 

5 F2 65.3 M6 71.0 F2 68.2 M3 70.0 M7 68.2 M5 71.0 

6 M6 64.2 F2 70.0 F7 65.0 M6 64.9 F2 67.5 F7 65.1 

7 M1 61.3 M5 66.9 M7 63.2 F2 64.9 M6 65.3 M7 65.0 

Table 2. The optimum listening levels [dB] and gender of the top seven participants 

on the optimum listening levels . 

 



定には影響しないと言える。一方で，性別の主効果

が有意確率 5 % で認められた (F (11, 72) = 13.2，p < 

0.05) 。そこで，どの刺激において最適聴取レベルに

男女差が生じたのかを検討するために，各刺激の男

女の最適聴取レベルに対して t 検定を行った。これ

により刺激 2 において有意確率 5 % で有意差が認

められ，刺激1と刺激5に有意確率10 % で有意差

が認められた (刺激1 : t = 1.85，df = 12，p < 0.1; 刺

激5 : t = 2.00，df = 12，p < 0.1) 。 

2.5  最適聴取レベルの上位に占める男女の割合 

 最適聴取レベルの上位に占める男女の割合を検討

するために，上位7名 (被験者の半数) の最適聴取レ

ベルの値と被験者の性別を Table 2 に示す。表中の

Mは男性被験者を，Fは女性被験者を意味し，数値

は被験者番号を表す。Table 2 では男性対女性の人数

比は27 : 15 となっている。そこで，最適聴取レベル

の上位 7名に占める男女の割合についてカイ二乗検

定を行った。その結果，有意確率 1 % で有意差が

認められ (χ
2 
= 9.33，df = 1，p < 0.01

 
) ，男性の方が

最適聴取レベルの上位に占める割合が高いことが示

された。このことから，音楽を大きな音量で聴取す

る人の割合は女性よりも男性の方が多いことが分か

る。 

 ただし，被験者F2 やF4のように女性でも最適聴

取レベルが高い場合も見られた。そこで，最適聴取

レベルが高い人物について，どのような特徴がある

かを把握するために実験に参加した各被験者の性特

性と最適聴取レベルの関係について検討を行った。

性特性とは，男性性 (男らしさ)，女性性 (女らしさ) 

を意味する。性特性の測定には BSRI (Bem Sex Role 

Inventory) の日本語版 (山本，2001) を使用した。

BSRI は「野心的な」といった男性性尺度20個，「従

順な」といった女性性尺度 20個の合計 40個の尺度

を 7 段階で評価する。BSRI では，本来は性特性を

把握しようとする人物 (本研究の場合は被験者本人) 

が評価を行うが，評価の偏りの個人差をなるべく少

なくするために，本研究では被験者をよく知る友人

5 名による評価の平均値を採用した。なお，被験者

自身に対しても性特性の評価を実施したが，その結

果と最適聴取レベルの間には明確な傾向は見られな

かった。 

 各被験者の性特性の平均評価値と最適聴取レベル

について，スピアマンの順位相関係数 rs を男女別に

求めたところ，女性の男性性得点 (男らしさ) と最適

聴取レベルに正の相関が認められた (rs = 0.75，p <   

Table. 3. The listening levels [dB] of each stimulus for  

the rating experiment on loudness perception. 

 - 5 dB 条件 平均条件 + 5 dB 条件 

刺激1 56.0 61.0 66.0 

刺激2 60.8 65.8 70.8 

刺激3 58.3 63.3 68.3 

刺激4 58.3 63.4 68.4 

刺激5 57.7 62.7 67.7 

刺激6 60.6 65.6 70.6 

 

0.1) 。このことから，男性の方が最適聴取レベルを

高く設定する傾向にあるが，男性性が高く，男らし

いと評価される女性の場合は男性と同様に最適聴取

レベルを高く設定する傾向にあると言える。 

2.6  最適聴取レベルと楽曲の好みの関係 

楽曲の好みが最適聴取レベルの決定に影響を与え

るかを検討するために，各刺激の「好き－嫌い」の

評価値と最適聴取レベルのスピアマンの順位相関係

数 rs を求めた。その結果，6種類の刺激に対する全  

被験者の最適聴取レベルと「好き－嫌い」の評価値

との間に相関は認められなかった (rs = 0.034，p = 

0.66) 。このことから，楽曲の好き嫌いの評価が最適

聴取レベルの決定要因にはならないと言える。 

3 音楽再生音の大きさ知覚の男女差 

 最適聴取レベルに男女差が生じた要因として，音

楽再生音の大きさの知覚に男女差があるためではな

いかと考えられる。そこで，最適聴取レベルの測定

実験に用いた刺激の音量を 3 段階 (小さめ，最適聴

取レベルの平均，大きめ) に設定し，音楽再生音の

大きさを評価する実験を行った。 

3.1 実験環境 

2.1 節に示す最適聴取レベルの測定実験と同様で

ある。被験者はいずれも最適聴取レベルの測定実験

の被験者と同一人物 (男性7名，女性7名) である。 

3.2 実験刺激 

実験刺激には最適聴取レベルの測定実験と同じ

Table 1に示す6種類の楽曲を用いた。刺激の呈示音

圧レベル条件として，最適聴取レベルの測定実験で

得られた各刺激に対する全被験者の最適聴取レベル

の平均値を基準とし，「平均値条件」「平均値から 5 

dB大きくした条件」「平均値から5 dB小さくした条

件」の 3つを設けた。これ以降，この 3つの呈示音

圧レベル条件をそれぞれ「平均条件」「+5 dB 条件」

「-5 dB条件」と記述する。各呈示音圧レベル条件に

おける各刺激の呈示音圧レベルをTable 3 に示す。 



3.3 実験方法 

被験者に各刺激の聴取終了後，呈示された音楽再

生音の大きさを「非常に小さい (1) 」「かなり小さい

(2) 」「やや小さい (3) 」「ちょうどよい (4) 」「や

や大きい (5) 」「かなり大きい (6) 」「非常に大き

い (7) 」の7段階で評価するように教示した。刺激

の呈示順序は被験者毎にランダムとした。 

3.4 実験結果 

刺激音の大きさの平均評価値と標準偏差を Fig. 2 

に示す。ほぼすべての呈示音圧レベル条件において

女性の方が音楽再生音をより「大きい」と評価して

いる。 

音楽再生音の大きさの評価値における男女差を統

計的に検討するために，呈示音圧レベル条件と性別

を変量として2元配置の分散分析を行った。 

 その結果，呈示音圧レベル条件と性別の交互作用

は認められず，呈示音圧レベル条件の主効果が有意

確率 1 % (F (2，246) = 49.9，p < 0.01) で，性別の主

効果が有意確率 5 % (F (1，246) = 5.97，p < 0.05) で

認められた。 

呈示音圧レベル条件の主効果が認められたことか

ら，最適聴取レベルの平均から±5 dB の音圧レベル

の変化によって大きさの評価に差があり，意図した

通り呈示音圧レベルが上昇するほど「大きい」と評

価されたことが分かる。性別の主効果は，同じ呈示

音圧レベルの音楽再生音でも女性の方が男性よりも

評価値が大きく，音楽再生音をより「大きい」と判

断する傾向にあることを示す。 

次に，どの呈示音圧レベル条件において男女によ

って評価値に差が生じたかを検討するため，全被験 

 

 

者の評価値の正規性を確認したところ，正規性が認

められなかった。そこで，正規性が認められなかっ

た場合に用いられるノンパラメトリック検定である

マンホイットニーの U 検定 (森ら，2007) を用いて

検討を行った。各呈示音圧レベル条件における男女

の評価値に対してマンホイットニーのU検定を行っ

た結果，+5 dB 条件と -5 dB 条件において有意確率

5 % で有意差が認められた (+5 dB条件：U = 638，p 

< 0.05; -5 dB 条件：U = 670，p < 0.05) 。どちらの呈

示音圧レベル条件においても女性の方が男性よりも

刺激の再生音をより「大きい」と評価していた。た

だし，平均条件においては大きさの評価値に男女差

は認められなかった。 

この結果から，最適聴取レベルの平均値から +5 

dBの変化を女性は男性よりもさらに「大きい」と評

価し，-5 dBの変化を男性は女性よりもさらに「小さ

い」と評価していることが分かる。このことから，

最適聴取レベルの平均値からの音圧レベルの上昇に

対して女性は大きさの増加をより敏感に捉え，下降

に対して男性はものたりなくなる変化をより敏感に

捉えるものと考えられる。 

加えて，各被験者の最適聴取レベルの平均値と音

楽再生音の大きさの評価値について，スピアマンの

順位相関係数 rs を男女別に求めたところ，男女の

どちらにも負の相関が認められた (男性 : rs = - 

0.32，p < 0.01; 女性 : rs = - 0.48，p < 0.01) 。この

ことから，聴取レベルを大きく設定する被験者ほ

ど，同じ呈示音圧レベルの音楽再生音をより「小

さい」と評価することが分かる。 

 

 

 
Fig. 2.  The average value of perceived loudness of reproduced sounds 

 by male and female participants. 



さらに，2.5 節に示す被験者の性特性と音楽再

生音の大きさの評価値についても同様にスピアマ

ンの順位相関係数 rs を男女別に求めたところ，男

女の男性性得点と最適聴取レベルの間に負の相関

が認められた (男性 : rs = - 0.23，p < 0.01; 女性 : rs 

= - 0.46，p < 0.01) 。以上のことから，聴取レベル

を大きく設定する被験者は同じ呈示音圧レベルの

音楽再生音をより「小さい」と評価する傾向にあ

ると言える。女性に関しては，2.5 節に示すよう

に聴取レベルと男性性の間には正の相関が認めら

れていることから，聴取レベルを大きく設定し，

音楽再生音をより小さいと評価する被験者ほど男

性性が高いと言える。 

4 ノイズの大きさ知覚の男女差 

 音楽再生音の大きさ評価に男女差が生じることが

明らかになった。しかし，このような再生音の大き

さ知覚における男女差が音楽以外の音に対しても生

じるのかは明らかになっていない。そこで，呈示音

圧レベルを変化させたピンクノイズを刺激として使

用し，音楽再生音と同様にノイズに対しても大きさ

知覚に男女差が生じるのかの検討を行った。 

4.1 実験環境 

2.1 節に示す最適聴取レベルの測定実験と同様で

ある。被験者はいずれも最適聴取レベルの測定実験

および音楽再生音の大きさ評価実験に参加した被験

者と同一人物 (男性7名，女性7名) である。 

4.2 実験刺激 

実験刺激には建築と環境のサウンドライブラリ

DVD (日本建築学会，2004) に収録されたピンクノイ

ズの 15 秒間を刺激として使用した。ノイズの大き

さの判断が難しい場合には刺激を繰り返し聴取する

ことを許可した。 

ノイズの呈示音圧レベル (等価騒音レベル) は 55 

dB，60 dB，65 dB，70 dB，75 dBの5種類とした。

ただし，呈示音圧レベルが異なるピンクノイズをラ

ンダムに呈示しただけでは，音源が同じであるため

大きさの評価が前に呈示された刺激と比較した相対

評価になる可能性が高くなる。そこで，5 種類のピ

ンクノイズに加えて Table 1 に示す 6種類の楽曲を

最適聴取レベルの測定実験で得られた最適聴取レベ

ルの平均値 (Table 3 に示す平均値条件と同じ値) に

呈示音圧レベルを設定したものを合わせて 11 種類

の刺激とした。できるだけピンクノイズが連続で再

生されないよう，楽曲とピンクノイズの順序を被験 

 

Fig. 3 The average value of perceived loudness of  

reproduced pink noise by male and female participants. 

 

者毎にランダムにして呈示した。 

4.3 実験方法 

ノイズの大きさの評価は 4.2 節の音楽再生音の大

きさ評価の場合と同様に「非常に小さい (1) 」～「非

常に大きい (7) 」の7段階で行った。 

4.4 実験結果 

各刺激音に対する大きさの男性および女性被験者

の平均評価値と標準偏差を Fig. 3 に示す。すべての

呈示音圧レベルにおいて男性よりも女性の方が同じ

呈示音圧レベルのノイズをより「大きい」と評価し

ている。 

ノイズの大きさの評価値における男女差を統計的

に検討するために，呈示音圧レベルと性別を変量と

して 2元配置の分散分析を行った。その結果，呈示

音圧レベルと性別の交互作用は認められず，呈示音

圧レベルの主効果と性別の主効果がそれぞれ有意確

率 1 % で認められた (呈示音圧レベル : F (4，60) = 

17.6，p < 0.01 ; 性別 : F (1，60) = 7.56，p < 0.01 )。 

呈示音圧レベルの主効果が認められたことから，

音圧レベルの変化によってノイズの大きさ評価に差

があり，意図した通り呈示音圧レベルが上昇するほ

どより「大きい」と評価されたことが分かる。性別

の主効果は，同じ呈示音圧レベルのノイズでも，女

性の方が男性よりも評価値が大きく，より「大きい」

と判断する傾向にあることを示す。 

さらに，どの呈示音圧レベルにおいて男女によっ

て評価値に差が生じたかを検討するため，全験者の

評価値の正規性を確認したところ，正規性が認めら

れなかった。そこで，4.3節と同様に各呈示音圧レベ

ルにおける男女の評価値に対してマンホイットニー

のU検定を行った。その結果， 呈示音圧レベル55 dB 



において有意確率10 % (U = 10，p < 0.1) で， 呈示

音圧レベル65 dB において有意確率5 % で有意差

が認められた (U = 8，p < 0.05) 。どちらの呈示音圧

レベルにおいても男性よりも女性の方がノイズをよ

り「大きい」と評価していた。 

音楽再生音の場合と同様に各被験者の最適聴取レ

ベルの平均値とノイズの大きさの評価値について，

スピアマンの順位相関係数 rs を男女別に求めた

結果，男性にのみ負の相関が認められた ( rs = - 

0.38，p < 0.05) 。このことから，女性の場合は最

適聴取レベルの設定に関係なくノイズの大きさを

評価しているが，男性の場合は最適聴取レベルを

大きく設定する被験者ほど音楽再生音の場合と同

様にノイズを「小さい」と評価する傾向にあると

言える。 

5 結論 

ロックやジャズといった楽曲を用いた場合に，

Flogor and Ives (2006) やHodgetts et al. (2007) の研

究と同様に最適聴取レベルに男女差が生じ，男性

の方が女性より最適聴取レベルを大きく設定して

いることが明らかになった。ただし，男性らしい

と評価される女性は男性と同様に聴取レベルを高

く設定する傾向にあった。 

音楽再生音の大きさ知覚において，女性は最適

聴取レベルの平均値から +5 dB の変化をより「大

きい」と評価し，男性は最適聴取レベルの平均値

から -5 dB の変化をより「小さい」と評価してい

た。このことから，女性は音圧レベルの上昇に対

して敏感に反応し，男性は下降に対して物足りな

さを感じていることが分かる。さらに，聴取レベ

ルを高く設定する被験者は音楽再生音を小さく評

価する傾向にあることが明らかになった。 

音楽再生音と同様にピンクノイズを用いたノイ

ズに対する大きさ知覚においても，女性の方が男

性よりもノイズをより「大きい」と評価していた。 

これらのことから，音の大きさの知覚において

男女差が存在し，女性の方が男性よりも音を「大

きい」と評価する傾向にあること分かる。このよ

うな音の大きさの知覚における男女差が音楽再生

音の最適聴取レベルに男女差が生じる要因として

考えられる。 
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